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プログラミング教育の必要性
プログラミング教育の必要性と課題へのへ対応
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プログラミング教育とは？

子供の知育・育脳・教育として世界中で注目を集
めている「プログラミング教育」ですが、

日本ではようやく名前が知られ
始めた段階で、具体的な内容や、
いつから始めるものなのかなど
はあまり知られていません。
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プログラミング教育に対する誤解
そのせいか、「プログラマーを
育てるための教育だろう。」 
「頭の良い子向けの特別な教育
だろう。」といった誤解も少な
からず出回っています。

プログラム：コンピューターにやってもらいたいことの手順を 
　　　　　　コンピューター用の言語で書いたもの 

プログラミング：コンピューターのプログラムを作ること
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ここでの“プログラミング教育❞とは

プログラミング教育とは、コンピューターを動
かすプログラムの仕組みや作り方を学ぶ教育です。

また、プログラミングする時の
プロセスやノウハウを学び、日
常生活でも活かせるような考え
方や物事の手順を身につけるた
めの教育でもあります。



TIME soft

5

プログラミング教育の意味

プログラミング教育は、特別な教育でもプログ
ラマーを育てる教育でもなく

子供の論理的思考力や問題解決能力を育むとと
もに、コンピューターが浸透した社会で生きて
いくために必要な能力を向上させるための新し
い教育のことです。
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私たちの周りはコンピューターだらけ！

例えば、電源を入れるとテレビがつくのも、ス
マホの画面をタッチすると画面が動くのも、

ボタン一つでお風呂のお湯が自動でたまるのも、
コンピューターがプログラムを実行することによっ
て実現しています。
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生活の中に浸透するコンピューター

他にも、乗り物、銀行、ガス・水道・
電気など、生活のありとあらゆるとこ
ろでコンピューターが活用されています。

ハンドルやアクセルを操作しな
くても、車が安全に目的地まで
連れて行ってくれる、自動運転車
の普及も近づいています。
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プログラミング教育の知育効果

コンピューターは、プログラムに書かれた内容
や手順を忠実に実行するため、少しでも間違いが
あるとすぐ誤作動を起こしてしまいます。

そのため、プログラミングは５つのプロセスを
繰り返して、コンピューターが目的通りに働くよ
うな正しいプログラムの作成を目指しています。
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５つのプロセス

① コンピューターにやってもらうことをしっかり決める 

② プログラムの内容や手順を決める 

③ コンピューター用の言語（プログラミング言語）で 
　 プログラムを書く 

④ プログラムを実行してコンピューターの動きを確認する 

⑤ 不具合があればプログラムを修正する
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論理的思考、知識や情報を整理する力

プログラミング教育でこうしたプロセスを学習
することにより、

物事を論理的に考えたり、目的やそれを達成す
るためのプロセスを明確に描いたり、

知識や情報を整理したりする力が身についてい
きます。
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問題解決力
また、プログラミングは、試行錯誤を繰り返し
ながら小さな目標を一つずつクリアして初めて最
終目標にたどり着くものなので、

問題と根気強く向き合って解決する力も身につき
ます。

こうした、プログラミング教育で身につけた力
は、日常生活や仕事のあらゆる場面において役
立てられるものです。
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プログラミング言語
「プログラミング」という言葉を聞くと、画面
いっぱいに打ち込まれた英数字や記号を想像し
たり、難解な構文を記述する必要があると拒否
感を示したりする人が多いものです。
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ビジュアル言語

プログラミングで使用する言語は目的や用途に
よって違い、英数字や記号だけの言語（テキスト
言語）ばかりではなく、

視覚的なオブジェクトでプログラミングする 
グラフィカル・プログラミング言語（ビジュアル
言語）と呼ばれるものもあります。
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低年齢の子供でもできる！
ビジュアル言語は、マウスで画面上のテキストや
画像を配置することでプログラムが作れるため、
比較的低年齢の子供でも簡単にチャレンジできま
す。
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教育を行う上での工夫

多くのプログラミング教育では、子供にプログ
ラミングへの興味を持たせることや、プロセスを
経験することで論理的思考力などを養わせるこ
とに重点が置かれています。
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スモールステップ
練習問題は、子供がプログラミングに興味を持っ
てチャレンジしてみようと思えるよう、

小さな目標を達成することの積み重ねで最終目
標にたどり着けるよう設定されています（スモー
ルステップ）。
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子供の興味を引き付ける工夫

また、子供がやる気を維持できるよう、 
完成サンプルを用意して子供が自分のプログラム
を見比べられるようにするなど、興味を引き付
けるものをたくさん用意しています。
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問題解決型の学習

一方で、子供が自分の頭で考え、煮詰まったら
友達と話し合って試行錯誤しながら目標を達成で
きるよう、

教師は基礎的な部分を
教えるだけということ
が多くなっています。
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プログラミング教育の開始時期
海外では、就学前の幼児を対象としたプログラ
ミング教育を行っている国もあります。

日本では、文部科学省は2020年度から、小学校
でプログラミング教育を必修化する方針を固め、
今年度中に改訂される学習指導要領に盛り込ま
れる予定です。
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IT人材不足が背景

経済産業省が平成28年６月に発表した推計では、
IT産業が成長を続ける中、人材はすでに17万人
も不足。

2020年には約37万人、
2030年には約80万人足り
なくなると推定されます。  
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教材開発や研修が課題

教材開発や教諭の研修の
あり方も、これから議論
するということです。

小学校は学級担任制ですから、基本的には一人
で全教科を教える仕組みです。プログラミングも
得手不得手があり、教師は大変だと思われます。
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未来の学びコンソーシアム 

文部科学省、総務省、経済産業省は 
次期学習指導要領における「プログラミング的
思考」などを育むプログラミングの実施に向け
て、

学校関係者や教育関連やIT関連の企業・ベン
チャー、産業界と連携し、「未来の学びコンソー
シアム」を設立します。
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官民でプログラミング教育 

多様かつ優れたプログラミング教材の開発や 
企業の協力による体験的プログラミング活動の
実施等、

学校におけるプログラミング教育
を普及・推進することを目的とし
て実施されます。 
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プログラミング教育の普及・
推進は、政府だけでなく

民間企業・NPO法人と協働して取り組むことに
より大きな効果が得られるものであるため、

設立趣旨  

官民協働のもと、教育関係企業・団体等による
ネットワーク機能を有する「ICT CONNECT 21」
とも 連携しながら
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今回設立する「未来の学びコンソーシアム」にお 
いて、イベントやWEBサイト等を通じて、プロ
グラミングの魅力や指導に役立つ教材などにつ
いて情報提供を行っていきます。 

オールジャパンで教育ICT推進


